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オールライナーニュース第38号 平成29年10月1日発行　  （2）

 
１
．�

開
催
日
時　

 

平
成
29
年
６
月
８
日
㈭ 

15
：
30
～
16
：
30

２
． 

開
催
場
所　

 
滋
賀
県
大
津
市 

び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル

３
．
総
会
式
次
第

⑴
開
会
宣
言

⑵
会
長
挨
拶

⑶
議
長
就
任

⑷
定
時
総
会
成
立
報
告

⑸
議
事
録
署
名
者
選
任

⑹
議
案
審
議

第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

 

平
成
28
年
度
収
支
決
算
お

よ
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

 

平
成
29
年
度
事
業
計
画

（案）

第
４
号
議
案　

平
成
29
年
度
収
支
予
算

（案）

⑺
閉
会
宣
言

　

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
す

べ
て
の
議
案
は
、
全
員
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
平
成
29
年
度
優
良
工
事
表
彰

　

平
成
29
年
度
の
優
良
工
事
表
彰
で
は
３

社
が
選
ば
れ
ま
し
た
（
写
真
）。
表
彰
さ

れ
た
企
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◦
ト
ー
エ
イ
㈱
（
中
部
支
部
）

第

23

回

定

時

総

会

開

催

◦
山
城
土
木
㈱
（
中
部
支
部
）

◦
宇
都
宮
文
化
セ
ン
タ
ー
㈱（
関
東
支
部
）

◆

　

第
23
回
定
時
総
会
は
、
関
西
支
部
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
滋
賀
県
大
津
市
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
琵
琶
湖
に
面
し
た

風
光
明
媚
な
「
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
」
を
会
場
に
、
75
社
・
１
１
４
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
２
０
１
６
年
７
月

26
～
29
日
に
名
古
屋
市
港
区
の
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
を
会
場
に
開
か
れ
た
「
下

水
道
展
'16
名
古
屋
」
や
東
京
・
江
東
区
の

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
７
月
20
～
22
日
の

３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
１
６
」
に
出
展
し
て
工
法
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
施
工
技
術
研
修
会

や
統
括
監
理
者
研
修
会
を
全
国
で
精
力
的

に
開
催
す
る
な
ど
し
た
平
成
28
年
度
事
業

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
29
年
度
事
業
に
つ
い
て
諮
る

第
３
号
議
案
で
は
、
技
術
管
理
者
試
験
、

統
括
監
理
者
試
験
、
穿
孔
研
修
会
、
施
工

研
修
会
を
各
支
部
で
開
催
す
る
こ
と
、
ま

た
10
月
５
日
に
青
森
市
の
青
い
森

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
実
施
さ
れ

る
「
下
水
道
管
更
生
技
術
施
工
展

２
０
１
７
青
森
」
へ
出
展
し
オ
ー

ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
等
の
実
演
展
示

を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

事
業
計
画
案
が
示
さ
れ
、
こ
ち
ら

も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
総
会
後
に
は
ホ
テ
ル
内
会

場
に
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
が
賑
々
し

く
執
り
行
わ
れ
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

総
会
翌
日
は
、
恒
例
行
事
と

な
っ
た
懇
親
イ
ベ
ン
ト
（
ゴ
ル

フ
、
観
光
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
ゴ
ル
フ
グ
ル
ー
プ
が
回
っ
た

の
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
公
式
戦

の
「
ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
も
開

か
れ
る
瀬
田
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
北

コ
ー
ス
）。
よ
く
晴
れ
た
初
夏
の

空
の
下
、
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し

た
。
観
光
グ
ル
ー
プ
は
、
古
刹
・

名
刹
に
富
む
琵
琶
湖
や
比
叡
の
地

を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
（
写
真
）。

　

次
回
「
第
24
回
定
時
総
会
」
は

２
０
１
８
年
６
月
７
日
㈭
に
広
島

市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

定時総会のようす

総会後の懇親会では雅な演出も近江八景「堅田の落雁」で名高い浮御堂を見学

優良工事表彰のもよう
（左から、宇都宮文化センター・阿部社長、トーエイ・
今津会長、山城土木・松山社長）

オールライナー_v38.indd   2 H29/09/21   8:42



（3）　  平成29年10月1日発行 オールライナーニュース 第38号

施
工
延
長
は
１
１
０
０
㎞
に

　

会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
オ
ー
ル

ラ
イ
ナ
ー
協
会
の
運
営
に
際
し
ま
し

て
、
大
変
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
協
会
は
、
今

年
で
発
足
23
年
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
社
数
は
正
会
員
２
２
９
社
と
順
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
地
区
会

員
制
度
は
第
２
期
に
入
り
、
会
員
も

90
社
を
超
え
ま
し
た
。
正
会
員
お
よ

び
地
区
会
員
を
合
わ
せ
た
全
会
員
数

は
、
３
１
９
社
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
年
間
施
工

距
離
は
73
㎞
強
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。
依
然
、
形
成
工
法
で
は
上
位
の

シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
各
社
の
ご
尽
力
の
賜
物
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
施
工
技
術
・
材
料
の
改

良
、
開
発
と
協
会
員
の
皆
様
の
絶
え

間
な
い
努
力
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
順

調
に
推
移
し
、
発
展
を
し
て
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
累
計
施
工
延
長

は
１
０
０
０
㎞
を
超
え
１
１
０
０
㎞

に
達
し
ま
し
た
。
今
後
も
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
の
ご
愛
顧
と
信
頼
を
勝
ち
得
る

た
め
に
、
引
き
続
き
現
場
の
ニ
ー
ズ

を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
メ
ー
カ
ー
と

一
体
に
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
改
善
、

改
良
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

品
質
の
確
保
・
向
上

　

下
水
道
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
も
横
ば
い
で
あ
り
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
事
業
環
境

も
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
測
い
た

し
ま
す
。

　

た
だ
、
更
生
補
修
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
老
朽
管
の
ス
ト
ッ
ク
は
、

50
年
経
過
の
下
水
道
管
が
約
１
万

㎞
、
30
年
経
過
し
た
も
の
が
約
10
万

㎞
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
老

朽
管
は
今
後
、
右
肩
上
が
り
で
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
老
朽
管
に

起
因
す
る
道
路
陥
没
は
各
都
市
で
毎

年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り
、
対
策

は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

年
間
約
５
０
０
㎞
の
施
工
距
離
に

つ
い
て
は
、
そ
の
主
な
施
工
地
域
は

都
市
部
か
ら
地
方
都
市
へ
と
替
わ
っ

て
い
く
こ
と
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

我
々
の
管
更
生
事
業
は
、
今
後
に

期
待
を
さ
れ
る
事
業
で
す
。
更
生
工

法
は
、
20
数
工
法
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
品
質
の
み
な
ら
ず
施
工

の
し
や
す
さ
、
コ
ス
ト
等
々
、
要
求

さ
れ
る
仕
様
に
応
え
な
く
て
は
淘
汰

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

発
注
者
が
求
め
る
品
質
要
求
が

年
々
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
更
生
用
材
料
の
品
質
、
施
工

品
質
、
そ
し
て
成
果
品
の
品
質
を
確

保
す
る
こ
と
、
高
め
る
こ
と
が
、
今

後
、
管
路
更
生
業
界
で
生
き
残
る
う

え
で
の
重
要
な
要
素
と
考
え
ま
す
。

　

品
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
た
課

題
と
し
て
は
、
人
材
の
育
成
、
施
工

研
修
、
材
料
開
発
等
々
…
…
な
す
べ

き
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
協
会

と
し
て
で
き
る
投
資
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
皆
様
方
か
ら
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
た
い
と
考
え

会

長

挨

拶

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会　

会
長　

小
林　

友
則

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
材
料
の
製
造
メ
ー
カ
ー
も

開
発
強
化
を
進
め
る
こ
と
、
施
工
性

の
改
善
に
注
視
し
、
会
員
各
社
と
密

に
協
力
を
し
あ
い
、
未
来
に
向
け
た

事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
、
お
願
い

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

団
結
力
を
強
み
に

　

２
０
１
７
年
７
月
に
「
管
き
ょ
更

生
工
法
に
お
け
る
設
計
・
施
工
管
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
改
訂
版
で
は
資
格
の
活
用

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「
下
水
道
管
路
更
生
管
理
技
士
」、「
下

水
道
管
路
管
理
専
門
技
士
」、「
穿
孔

技
士
」
な
ど
、
現
場
に
配
置
す
る
技

術
者
が
明
記
さ
れ
、
現
場
の
施
工
管

理
の
品
質
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
と
し
て
、
研
修
会
制
度
の
充

実
と
資
格
取
得
の
フ
ォ
ロ
ー
も
進
め

て
い
く
計
画
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
本
協
会
は
、
会
員

と
メ
ー
カ
ー
の
連
携
・
団
結
力
の
強

さ
で
い
え
ば
、
他
に
優
る
も
の
が
あ

る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
と
会
員
の
距
離
の
近
さ
、
会
員

同
士
の
仲
間
意
識
、
そ
し
て
連
携
の

強
さ
の
関
係
が
当
協
会
の
強
み
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
協
力
体
制

を
強
化
し
て
、
地
域
で
共
に
生
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
（
案
）
と
し

て
、「
施
工
技
術
の
勉
強
会
」
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
現
場
の
技
術

者
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
、

今
後
想
定
さ
れ
る
“
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
”
に
対
す
る
施
工
技
術
の
改
良
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
実
施

す
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
場
拡
大
に
備
え
て
安

全
・
品
質
・
コ
ス
ト
を
視
野
に
入
れ
、

各
種
研
修
会
や
勉
強
会
を
通
じ
て
技

術
力
の
向
上
を
目
指
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　

当
協
会
の
旗
印
で
あ
る
「
地
球
に

優
し
く
・
環
境
を
汚
染
せ
ず
・
施
工

会
社
の
誰
に
で
も
簡
単
に
施
工
で

き
、
事
業
と
し
て
魅
力
あ
る
工
法
」

を
高
く
掲
げ
て
前
進
を
続
け
て
い
く

た
め
に
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ー
ル
ラ

イ
ナ
ー
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

会
員
各
社
の
さ
ら
な
る
ご
隆
盛
を
祈

念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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事
業

内
容

年
月

場
所

平
成

29年
４

５
６

７
８

９
10

11
12

平成
30年

１
２

３

１
総

会
 ・

懇
親

会
第

23
回

　
関

西
支

部
８

日
（

木
）

び
わ

湖
大

津
プ

リ
ン

ス
ホ

テ
ル

２
理

事
会

日
　

程
12

日
（

水
）

８
日

（
木

）
５

日
（

木
）

○
開

催
場

所
横

地
事

業
所

大
津

市
内

青
森

市
内

３
総

務
委

員
会

委
員

長
に

一
任

11
日

（
火

）
エ

ッ
サ

ム
神

田
ホ

ー
ル

○
４

広
報

委
員

会
委

員
長

に
一

任
11

日
（

火
）

エ
ッ

サ
ム

神
田

ホ
ー

ル
○

５
技

術
委

員
会

委
員

長
に

一
任

９
日

（
火

）
名

古
屋

市
内

31
日

（
月

）
八

重
洲

ホ
ー

ル
○

６
各

支
部

総
会

東
北

・
北

海
道

支
部

12
日

（
金

）
ホ

テ
ル

リ
ス

テ
ル

猪
苗

代
関

東
支

部
13

日
（

木
）

竜
宮

城
ス

パ
ホ

テ
ル

三
日

月
中

部
支

部
21

日
（

金
）

ホ
テ

ル
ル

ブ
ラ

王
山

関
西

支
部

26
日

（
水

）
箕

谷
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
ホ

テ
ル

中
国

・
四

国
支

部
18

日
（

木
）

松
江

市
「

佳
翠

苑
 皆

美
」

九
州

支
部

26
日

（
金

）
ホ

テ
ル

ニ
ュ

ー
長

崎

７

技
術

管
理

者
試

験
新

規
　

ア
ク

ア
イ

ン
テ

ッ
ク

横
地

３
日

〜
４

日
 横

地
事

業
所

技
術

管
理

者
更

新
講

習
会

東
北

・
北

海
道

開
催

29
日

（
火

）
東

北
環

境
開

発
㈱

関
東

開
催

20
日

（
木

）
八

重
洲

ホ
ー

ル
中

部
開

催
13

日
（

火
）

小
牧

勤
労

セ
ン

タ
ー

16
日

（
土

）
小

牧
勤

労
セ

ン
タ

ー
関

西
開

催
○

中
国

・
四

国
開

催
九

州
開

催
○

８
統

括
監

理
者

試
験

（
統

括
更

新
講

習
含

）

東
北

・
北

海
道

支
部

29
日

（
火

）
東

北
環

境
開

発
㈱

関
東

支
部

20
日

（
木

）
八

重
洲

ホ
ー

ル
中

部
支

部
13

日
（

火
）

小
牧

勤
労

セ
ン

タ
ー

16
日

（
土

）
小

牧
勤

労
セ

ン
タ

ー
関

西
支

部
○

中
国

・
四

国
支

部
九

州
支

部
○

９
施

工
研

修
会

東
北

・
北

海
道

ブ
ロ

ッ
ク

15
日

（
木

）
酒

田
市

関
東

ブ
ロ

ッ
ク

27
日

（
土

）
管

清
工

業
㈱

横
浜

技
術

セ
ン

タ
ー

中
部

ブ
ロ

ッ
ク

８
日

（
土

）
小

牧
勤

労
セ

ン
タ

ー
２

日
（

土
）

小
牧

勤
労

セ
ン

タ
ー

関
西

ブ
ロ

ッ
ク

10
日

（
水

）
㈱

ケ
ン

セ
イ

中
国

・
四

国
ブ

ロ
ッ

ク
九

州
ブ

ロ
ッ

ク
25

日
（

金
）

林
宗

土
木

㈱

10
施

工
研

修
会

関
東

地
区

　
ブ

ロ
ッ

ク
30

日
（

土
）

管
清

工
業

㈱
 横

浜
技

術
セ

ン
タ

ー
中

部
地

区
　

ブ
ロ

ッ
ク

14
日

（
土

）
管

清
工

業
㈱

 小
牧

事
業

所
11

下
水

道
展

東
京

都
１

日
〜

４
日

　
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト

12
公

開
デ

モ
・

展
示

会

名
　

称
メンテナンスレジリエンス

2017
下

団
デ

モ
施

工
下

水
協

資
器

材
研

修
会

管
更

生
技

術
施

工
展

（
東

北
・

北
海

道
支

部
）

開
催

日
20

日
〜

22
日

23日
（

水
）

28日
、

29日
、

10月
11日

、
12日

５
日

（
木

）

場
所

東
京

ビ
ッグ

サ
イト

戸
田

研
修

所
名

古
屋

市
、

津
市

、
大

津
市

、
大

阪
市

青
森

市
 青

い
森

セ
ン

ト
ラ

ル
パ

ー
ク

13
施

工
実

績
回

収
･

作
成

回
収

印
刷

 配
布

14
ニ

ュ
－

ス
誌

２
回

/
年

 発
刊

Ｖ
Ｏ

Ｌ
38

号
VOL39号

平
成
29
年
度
　
事
業
計
画
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（5）　  平成29年10月1日発行 オールライナーニュース 第38号

事
業

内
容

年
月

場
所

平
成

29年
４

５
６

７
８

９
10

11
12

平成
30年

１
２

３

15
施

工
技

術
勉

強
会

 （
仮

称
）

大
阪

市
　

開
催

5
日

（
火

）
大

阪
市

開
催

16
下

水
道

管
路

更
生

管
理

技
士

更
新

講
習

（
品

確
協

委
託

）

受
講

対
象

者
受

講
者

東
北

・
北

海
道

支
部

22
名

19
名

20
日

（
火

）
八

重
洲

ホ
ー

ル
関

東
支

部
中

部
支

部
34

名
29

名
13

日
（

火
）

小
牧

勤
労

セ
ン

タ
ー

関
西

支
部

0
名

中
国

・
四

国
支

部
1

名
8

名
27

日
（

火
）

西
部

毎
日

会
館

九
州

支
部

15
名

17
下

水
道

管
路

更
生

管
理

技
士

受
験

対
策

講
習

会
未

定
（

開
催

場
所

・
日

程
）

東
北
・
北
海
道
支
部
総
会

５
月
12
日
（
金
）

福
島
県
猪
苗
代
町
　
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代

関
西
支
部
総
会

４
月
26
日
（
水
）

神
戸
市
　
箕
谷
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ホ
テ
ル

関
東
支
部
総
会

４
月
13
日
（
木
）

千
葉
県
木
更
津
市
　
竜
宮
城
ス
パ
ホ
テ
ル
三
日
月

中
国
・
四
国
支
部
総
会

５
月
18
日
（
木
）

島
根
県
松
江
市
　
佳
翠
苑
�皆
美

中
部
支
部
総
会

４
月
21
日
（
金
）

名
古
屋
市
　
ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山

九
州
支
部
総
会

５
月
26
日
（
金
）

長
崎
市
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
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オールライナーニュース第38号 平成29年10月1日発行　  （6）

技
術
情
報

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
へ
の
対
応

 

ア
ク
ア
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱

１
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
に
つ
い
て

　
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
が
発

刊
す
る
「
管
き
ょ
更
生
工
法
に
お
け

る
設
計
・
施
工
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
２
０
１
７
年
７
月
に
改
訂
さ
れ
ま

し
た
。

　

改
訂
内
容
の
概
要
と
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
工
法
お
よ
び
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー

Ｚ
工
法
に
お
け
る
対
応
を
表
ｌ
１
に

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
下
さ

い
。

２
．�

浸
漬
後
曲
げ
試
験
（
新
耐
薬
品

性
試
験
）
へ
の
対
応

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
版
の
中
の

「
浸
漬
後
曲
げ
試
験
」（
新
耐
薬
品
性

試
験
）
の
詳
細
は
、
以
下
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

⑴�　
審
査
証
明
取
得
時
、
製
品
登
録

時

　

審
査
証
明
取
得
時
お
よ
び
製
品
登

録
時
に
行
う
耐
薬
品
性
試
験
に
つ
い

て
は
、
図
ｌ
１
に
示
す
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

⑵　

し
ゅ
ん
工
時

　

し
ゅ
ん
工
時
に
行
う
耐
薬
品
性
試

験
は
図
ｌ
２
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま

す
。
認
定
品
は
耐
薬
品
性
、
引
張
、

圧
縮
試
験
が
免
除
と
な
り
、
曲
げ
強

さ
お
よ
び
曲
げ
弾
性
率
を
ス
パ
ン
ご

と
に
実
施
し
ま
す
。

３
．
審
査
証
明
の
進
捗
状
況

　
（
公
財
）
日
本
下
水
道
新
技
術
機

構
に
よ
る
建
設
技
術
審
査
証
明
の
概

要
お
よ
び
進
捗
状
況
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

⑴　

開
発
目
標

　

開
発
目
標
は
「
耐
薬
品
性
」。

　

更
生
管
は
、
以
下
の
規
格
を
満
足

す
る
、
ま
た
は
同
等
以
上

の
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

①　

浸
漬
後
曲
げ
試
験

② 　
下
水
道
用
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
複
合
管
（
Ｊ

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ
－

２
）

２
０
１
３

⑵　

審
査
方
法

　

審
査
方
法
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

① 　
「
浸
漬
後
曲
げ
試
験
」

に
定
め
る
試
験
を
行
い
、

公
的
機
関
の
試
験
報
告

書
に
よ
り
確
認
す
る
。

◦ 

２
０
１
６
年
８
月
25
日

～
26
日

　
 

ア
ク
ア
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱

で
の
事
前
立
会
試
験
に

て
、
供
試
体
を
作
製

◦ 

２
０
１
６
年
10
月
11
日

　

 

公
的
機
関
に
て
浸
漬
開

始
◦ 

２
０
１
６
年
11
月
８
日

　

 

28
日
浸
漬
試
験
片
取
り

出
し
、
３
点
曲
げ
試
験

◦ 

２
０
１
７
年
４
月
11
日

項目 内容 対応

曲げ強さ
短期値の要求性能に、第一破壊時の曲げ強さおよび曲げひずみが追加される 審査証明の取り直し
長期値（ガラス繊維無しタイプ）が追加される。試験方法は 10,000 時間の水中３点曲
げクリープ破壊試験に変更 審査証明の取り直し

曲げ弾性率
短期値の要求性能に最低基準が追加される
長期値（ガラス繊維無しタイプ）の試験方法が 10,000 時間の水中３点曲げクリープ変
位試験に変更 審査証明の取り直し

耐薬品性 浸漬後曲げ試験（薬液８種、最大１年間の浸漬）に変更 審査証明対応中。2018 年３月
に審査証明取得予定

耐劣化性 長期曲げ強度と共通項目となり、別途試験は不要 長期曲げ強度がクリアできれ
ば問題なし

引張強さ 短期値の要求性能に最低基準が追加される

製造段階の
品質管理

（材料メーカーが
実施）

樹脂の要求性能として、以下の３項目が追加される。
曲げ強さ：100MPa 以上
破壊時の引張伸び率：２％以上
負荷時のたわみ温度：85℃以上
検査頻度は年１回以上、公的試験機関または認定工場制度で確認

検査成績書等を製造証明書に
添付となる予定

しゅん工時の
品質管理

（施工業者が実施）

曲げ強さ、曲げ弾性率をスパン毎実施
認定品は耐薬品性、引張、圧縮試験が免除

AL、ALZ ともに、しゅん工
時の耐薬品性試験は問題なし

シワの許容値
呼び径の２％または６㎜以内
呼び径 300㎜超の場合は、呼び径の２％以下
呼び径 300㎜以下の場合は６㎜以下 

管厚測定基準
６ヵ所の平均管厚が呼び厚さ以上、かつ、上限は呼び厚さの＋ 20％以内とし、測定値
の最小値は設計更生管厚以上とする。平均値が呼び厚さの 100 〜 120％以内、最小値
が設計更生管厚以上である。新規追加の「出来形管理表」は分かりやすい表現

表－１　「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン」改訂の概要と対応
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（7）　  平成29年10月1日発行 オールライナーニュース 第38号

　

 

６
ヵ
月
浸
漬
試
験
片
取
り
出
し
、

３
点
曲
げ
試
験

◦ 

２
０
１
７
年
10
月
11
日

　

 

１
年
浸
漬
試
験
片
取
り
出
し
、
３

点
曲
げ
試
験
予
定

② 　
「
下
水
道
用
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
複
合
管
（
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ

－

２
）
２
０
１
３
」
の
耐
薬
品
性
試

験
に
定
め
る
試
験
を
行
い
、
公
的

機
関
の
試
験
報
告
書
に
よ
り
確
認

す
る
。

⑶　

審
査
の
進
捗
状
況

　

審
査
方
法
に
記
載
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
基
づ
き
試
験
を
進
行
中
で
す
。

　

２
０
１
８
年
３
月
に
審
査
証
明
取

得
の
予
定
で
す
。

注１：試験液５種（①蒸留水、② 10％塩化ナトリウム水溶液、③ 30％硫酸、④ 40％硝酸、⑤ 40％水酸化ナトリウム水溶液）
注２： 試験液８種（ ①蒸留水、② 10％硫酸、③ 10％硝酸、④１％水酸化ナトリウム水溶液、⑤ 0.1％合成洗剤、⑥５％次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液、⑦５％酢酸、⑧植物油）
注３：試験液２種（① 10％硫酸、②１％水酸化ナトリウム水溶液）
注４：新たな浸漬後曲げ試験では試験片の端面保護コーティングは行わない

図－１　審査証明取得時、製品登録時に行う耐薬品性試験の概要

　50年後の曲げ弾性率が設計値を下回らない
⑷長期曲げ弾性率の推定

保持率 70％以上

（28日・６ヵ月・１年）
期間：28日・
６ヵ月・１年

温度：60℃
試験液：２種 注３

⑶促進試験

保持率 70％以上

（６ヵ月）（１年）

期間：６ヵ月
　　　１年

温度：23℃

試験液：２種 注３

⑵常温試験

保持率 80％以上

時間（28日）
期間：28日
温度：23℃

試験液：８種 注２

⑴基本試験

新たな耐薬品性試験

±0.3％以内
【質量変化率】

期間：５時間
温度：60℃

試験液：５種 注１

代表製品にて
JSWAS K-2 に
規定している

耐薬品性試験を実施

現在の耐薬品性試験

曲
げ
強
さ

曲
げ
弾
性
率

曲
げ
弾
性
率

曲
げ
弾
性
率

図－２　しゅん工時に行う耐薬品性試験の概要

試験液：２種 注３

◇現場試験片で工法ごとに試験を実施

±0.3％以内
【質量変化率】

代表製品にて
JSWAS K-2 に
規定している

耐薬品性試験を実施

保持率 80％以上

時間（56時間）

曲
げ
弾
性
率

新たな耐薬品性試験現在の耐薬品性試験

温度：60℃
期間：56時間
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１
．
は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
市
内
も
最

大
震
度
６
弱
を
記
録
し
て
お
り
ま

す
。
熊
本
城
の
屋
根
や
石
垣
の
崩
落

を
は
じ
め
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
す

る
な
ど
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
熊
本
市
内
に
お
い
て
は
、

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
で
の
下
水
管

路
更
生
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
、
熊
本
地
震
に
よ
る
更
生
管
へ

の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
調
査
に
よ
る
更
生
管
の
追
跡
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
．
追
跡
調
査

　

今
回
調
査
し
た
管
路
は
３
ヵ
所
で

す
。
以
下
に
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

熊
本
地
震
に
お
け
る�

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
の
追
跡
調
査

 

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
技
術
委
員
会

⑴
調
査
日
お
よ
び
調
査
場
所

　

 

２
０
１
７
年
７
月
５
日
：
①
東
区

若
葉
地
区
、
②
水
源
地
区

　
 

２
０
１
７
年
７
月
26
日
：
③
東
区

新
生
地
区

⑵
調
査
箇
所
の
詳
細

①
東
区
若
葉
地
区

　

 　
揺
れ
が
激
し
く
、
商
業
ビ
ル
が

倒
壊
し
た
。

　

 　
２
０
０
７
年
度
施
工
、
口
径
φ

３
８
０
・
長
さ
31
ｍ
、
23
ｍ
の
２

ス
パ
ン
。

②
東
区
水
源
地
区

　

 　
管
路
上
部
が
市
営
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

 　
２
０
０
９
年
度
施
工
、
口
径
φ

30
・
長
さ
23
ｍ
の
１
ス
パ
ン
。

③
東
区
新
生
地
区

　

 　
管
路
埋
設
深
さ
１
ｍ
未
満
の
土

被
り
が
浅
い
路
線
。

　

 　
２
０
０
８
年
度
施
工
、
口
径
φ

写真－４　管内状況（スパン２）

写真－２　管内状況（スパン１）

写真－３　管内状況（スパン１）

写真－１　調査作業の状況
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２
５
０
・
長
さ
31
ｍ
、
23
ｍ
の
２

ス
パ
ン
。

３
．
調
査
結
果

　

３
地
区
に
お
け
る
調
査
の
よ
う
す

お
よ
び
管
内
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。
①
東
区
若
葉
地
区

（
写
真
ｌ
１
～
４
）、
②
東
区
水
源
地

区
（
写
真
ｌ
５
、６
）、
③
東
区
新
生

地
区
（
写
真
ｌ
７
～
10
）。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
更
生
管
内
に

亀
裂
な
ど
の
損
傷
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
地
震
に
よ
る
影
響
は
な
い

良
好
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

写真－６　管内状況 写真－５　調査作業の状況

写真－ 10　管内状況（スパン２） 写真－９　管内状況（スパン１）

写真－８　管内状況（スパン１） 写真－７　調査作業の状況
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鶴
ヶ
城
は
今
か
ら
約
６
３
０
年
ほ
ど

前
に
、
そ
の
前
身
と
も
い
え
る
東
黒
川

館
を
葦
名
直
盛
が
築
い
た
の
が
は
じ
ま

り
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
伊
達
、

蒲
生
、
上
杉
、
加
藤
、
保
科
、
松
平
と

大
名
が
治
め
た
歴
史
が
あ
り
、
戊ぼ
し
ん辰

戦

争
で
は
約
１
ヵ
月
に
及
ぶ
激
し
い
攻
防

戦
に
耐
え
た
名
城
と
し
て
、
そ
の
名
を

　

今
回
は
名
古
屋
市
緑
区
の
旧
東
海
道

「
鳴な
る
み海

・
有
松
宿
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
鳴
海
・
有
松
宿
」
は
江
戸
日
本
橋

か
ら
数
え
て
40
番
目
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
江
戸
時
代
に
は
56
軒
も
の
宿
屋

が
軒
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
有
松
地
区
は
絞
り
染
め
の
産
地

と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
歌
川
広
重

の
『
東
海
道
五
十
三
次
』
で
も
「
鳴
海

　

名
物
有
松
絞
」
の
画
題
で
登
場
し
ま

す
。
今
も
名
鉄
有
松
駅
付
近
で
は
、
古

い
町
並
に
絞
り
の
工
房
や
販
売
店
が
営

業
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
海
有
松
絞
会
館
で
は
、
予
約
を
す

れ
ば
、
絞
り
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
６
月
に
は
「
有
松
絞
り

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
浴
衣
や
小
物
な

ど
の
絞
り
製
品
を
買
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ま
た
近
く
に
は
今
川
義
元
が
織
田
信

長
に
討
取
ら
れ
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い

る
桶お
け
は
ざ
ま
狭
間
古
戦
場
公
園
が
あ
り
、
毎
年

初
夏
に
は
「
古
戦
場
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

古
戦
場
公
園
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
の

支
部
だ
よ
り

会
津
若
松
市
の
シ
ン
ボ
ル�

「
鶴
ヶ
城
」

東
北
・
北
海
道
支
部

東
海
道
宿
場
町
「
鳴
海
・
有
松
宿
」

中
部
支
部

天
下
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　

明
治
７
年
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
40
年
に
再
建
、
平
成
23
年

に
は
天
守
閣
に
続
く
建
物
「
干
ほ
し
い
や
ぐ
ら

飯
櫓
・

南み
な
み
は
し
り
な
が
や

走
長
屋
」
が
江
戸
時
代
の
工
法
・
技

術
を
用
い
て
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
守
閣
の
内
部
は
郷
土
博
物
館
と

な
っ
て
お
り
、
会
津
の
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
赤
瓦
へ
の
葺
き
替
え

が
完
了
し
、
幕
末
当
時
の
姿
が
再
現
さ

れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
天
守
閣
で
は
、

国
内
唯
一
の
赤
瓦
の
天
守
閣
と
な
っ
て

い
ま
す
。

写真手前から延びるのが南走長屋。
その突き当たり右下が鉄門「鶴ヶ城」という呼び名は、会津若松城の愛称

会津地方のシンボル鶴ヶ城

JRA中京競馬場 桶狭間古戦場公園
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佐
賀
県
唐
津
市
の
離
島
・
高
島
に
あ

る
宝ほ
う
と
う当神

社
。
宝
く
じ
の
高
額
当
選
者

が
続
出
し
て
い
る
神
社
と
し
て
、
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
も
と
も
と
高
島
の
産う
ぶ
す
な土神

を
祭
っ
た
塩
谷
神
社
の
境
内
社
で
、
こ

の
神
社
が
有
名
に
な
る
前
は
、
釣
り
人

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
宝
当
神
社
」

九
州
支
部

や
教
師
な
ど
が
訪
れ
る
く
ら
い
で
し
た

が
、
１
９
９
０
年
代
に
神
社
名
に
あ
や

か
り
こ
の
神
社
に
宝
く
じ
の
当
選
を
祈

願
し
た
人
が
高
額
当
選
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
評
判
が
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
徐
々
に
来
訪
者
が
増
え
は

じ
め
、
特
に
“
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
”
が

発
売
さ
れ
る
時
期
に
は「
億
万
長
者
！
」

と
い
う
期
待
を
胸
に
、
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
に
向
か
う
途
中
に
は
開
運
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
お
店
が
２
店
あ
り
ま

と
こ
ろ
に
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
中
京
競

馬
場
が
あ
り
、
高
松
宮
杯
記
念

（
Ｇ
１
）、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

カ
ッ
プ
（
Ｇ
１
）
等
が
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
観
戦
者
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

旧
街
道
沿
い
に
は
“
名
古
屋

め
し
”
や
“
モ
ー
ニ
ン
グ
”
を

出
す
飲
食
店
や
喫
茶
店
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
交
通
の
便
も
良
く

名
古
屋
駅
か
ら
20
分
ほ
ど
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

鳴
海
・
有
松
宿
付
近
を
一
度
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

す
。
特
に
「
野
崎
酒
店
」（
と
て
も
酒

屋
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
…
…
）
で
購
入

し
た
開
運
袋
に
宝
く
じ
を
入
れ
、
そ
こ

の
飼
い
猫
に
触
ら
せ
た
人
が
４
億
円
を

当
て
た
と
の
こ
と
で
、“
リ
ア
ル
招
き

猫
”
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
入
札
当
選
に
関
す
る

ご
利
益
で
も
有
名
に
な
っ
て
お
り
、
建

築
業
者
や
土
木
業
者
も
よ
く
訪
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
当
社
も
２
回
、
入
札
当

選
祈
願
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
利
益

あ
っ
て
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
祈
願
後
、
数
回
の
入
札
う
ち
に
落

札
す
る
と
い
う
、
う
れ
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
個
人
的
に
こ
っ
そ
り
買
っ

た
宝
く
じ
の
祈
願
も
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
島
に
向
か
う
船
着
き
場
に
は
唐
津

城
が
あ
り
、
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
イ
カ

刺
し
で
有
名
な
呼よ
ぶ
こ子

も
あ
り
ま
す
。

　

観
光
の
み
な
ら
ず
一
獲
千
金
の
夢
に

近
付
け
る
か
も
し
れ
な
い
唐
津
。
旅
行

先
の
候
補
と
し
て
い
か
が
で
す
か
。

名古屋のモーニングに欠かせない「小倉トースト」

透明度抜群の呼子のイカ刺し

宝当神社野崎酒店のリアル招き猫

オールライナー_v38.indd   11 H29/09/21   8:42



オールライナーニュース第38号 平成29年10月1日発行　  （12）

　

平
成
29
年
度
事
業
に
お
け
る
展
示

会
出
展
報
告
お
よ
び
、
こ
れ
か
ら
開

催
さ
れ
る
展
示
会
等
へ
の
参
加
予
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
出
展
報
告

⑴�

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
１
７

　

持
続
可
能
な
社
会
資
本
の
整
備
や

製
造
業
・
建
設
業
の
生
産
性
向
上
、

強
靭
な
社
会
の
構
築
等
に
資
す
る
技

術
・
知
見
を
集
め
展
示
す
る
「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス 

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
１
７
」（
旧
も
の
づ
く

り
展
）
が
７
月
19
日
（
水
）
～
21
日

（
金
）
の
３
日
間
、
東
京
・
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
「
プ
ラ
ン
ト
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
シ
ョ
ー
」「
イ
ン
フ
ラ
検

査
・
維
持
管
理
展
」「
非
破
壊
評
価

総
合
展
」「
建
設
資
材
展
」「
事
前
防

災
・
減
災
対
策
推
進
展
」「
労
働
安

全
衛
生
展
」「
防
犯
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
展
」「“
空
”
の
建
機
展
」
―
―

の
八
つ
の
専
門
展
示
会
か
ら
成
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。当
協
会
は
本
年
度
も
、

こ
の
内
の
「
イ
ン
フ
ラ
検
査
・
維
持

管
理
展
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

展
示
ブ
ー
ス
の
壁
面
に
大
き
く

「
貴
社
の
排
水
管
は
大
丈
夫
で
す

か
？
」
と
掲
げ
、
更
生
材
の
カ
ッ
ト

モ
デ
ル
や
パ
ネ
ル
展
示
を
中
心
に
工

法
概
要
や
仕
上
が
り
具
合
、
オ
ー
ル

ラ
イ
ナ
ー
工
法
な
ど
協
会
保
有
技
術

の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
来
場
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
展
示
会
の
来
場
者
は

土
木
・
建
設
関
係
や
化
学
プ
ラ
ン
ト

関
係
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
民
間
企
業

の
方
で
、
下
水
道
展
と
は
ま
た
違
っ

た
雰
囲
気
の
展
示
会
で
す
。

　

展
示
会
全
体
の
期
間
中
の
来
場
者

数
は
、
昨
年
を
１
万
４
０
０
０
人
以

上
も
上
回
る
３
万
８
４
６
３
人
。
当

協
会
の
ブ
ー
ス
に
は
、
民
間
企
業
の

方
を
中
心
に
１
１
０
０
名
の
方
が
来

場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

⑵
下
水
道
展
'17
東
京

　

今
年
度
の
下
水
道
展
は
８
月
１
日

（
火
）
～
８
月
４
日
（
金
）
に
か
け

て
東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
協

会
は
今
年
度
も
、
来
場
者
の
目
に
触

れ
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
を
呼
び
込

め
る
よ
う
、建
設
ゾ
ー
ン
の
“
角
地
”

に
ブ
ー
ス
を
構
え
ま
し
た
。
出
展
準

備
か
ら
接
客
、
説
明
ま
で
、
関
東
支

部
会
員
各
社
の
方
々
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
は
「
安
全
・
迅
速
・
柔
軟
・

確
実
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲

げ
、
更
生
材
現
物
や
動
画
、
パ
ネ
ル

等
を
用
い
て
当
協
会
技
術
の
優
れ
た

点
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
来
場
さ

れ
た
多
く
の
方
が
更
生
材
の
現
物
に

触
れ
る
な
ど
し
、
そ
の
剛
性
の
高
さ

や
内
面
の
平
滑
性
な
ど
を
体
感
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
も
座
っ

て
歓
談
し
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
協
会
員
や
ブ
ー
ス
へ
の
来

場
者
が
く
つ
ろ
げ
る
場
の
提
供
に
努

事
務
局
通
信

下
水
道
展
'17
東
京
で
の
説
明
風
景

次
回
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
展
は
2
0
1
8

年
７
月
18
～
20
日
の
予
定
で
す

下
水
道
展
'17
東
京

（
展
示
ブ
ー
ス
外
観
）

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス�

T
O
K
Y
O
2
0
1
7
展
示
ブ
ー
ス
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め
ま
し
た
。

　

下
水
道
展
全
体
の
入
場
者
数
が
期

間
中
５
万
５
７
９
２
人
の
な
か
、
当

ブ
ー
ス
に
は
４
日
間
で
１
４
０
０
名

の
方
が
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
、
技
術
委
員
会
、
メ
ー

カ
ー
の
方
々
も
例
年
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
な
が
ら
熱
心
に
対
応
を
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

◎
出
展
告
知

⑴
下
水
道
用
管
路
資
器
材
研
修
会

　
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
が
地

方
公
共
団
体
の
下
水
道
関
係
職
員

や
、
設
計
・
施
工
お
よ
び
維
持
管
理

会
社
の
方
々
向
け
に
開
催
す
る
「
第

23
回
下
水
道
用
管
路
資
器
材
研
修

会
」に
参
加
し
ま
す
。当
協
会
に
と
っ

て
は
初
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
資
器
材
研
修
会
は
、
全
国
を

①
東
日
本
地
区
、
②
中
日
本
地
区
、

③
西
日
本
地
区
―
―
の
３
地
区
に
分

け
て
、
日
本
下
水
道
協
会
が
毎
年
度

実
施
し
て
い
る
も
の
。
当
協
会
は
こ

の
う
ち
中
日
本
地
区
の
４
会
場
に
お

い
て
、
耐
震
性
や
流
下
能
力
向
上
に

優
れ
た
現
場
硬
化
型
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
管
更
生
材
と
し
て
、

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
に
よ
る
更
生

材
を
紹
介
し
ま
す
。

　

下
記
、
開
催
地
区
の
協
会
員
様
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
名
古
屋
会
場

　

９
月
28
日
（
木
）

　

 

ア
イ
リ
ス
愛
知 

（
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
）

◦
津
会
場

　

９
月
29
日
（
金
）

　

 

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み
え 

（
津
市
北
河
路
町
）

◦
大
津
会
場

　

10
月
11
日
（
水
）

　

 

び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
大
津
市
に
お
の
浜
）

◦
大
阪
会
場

　

10
月
12
日
（
木
）

　

 

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー 

（
大
阪
市
西
区
靭
本
町
）

⑵�

下
水
道
管
更
生
技
術
施
工
展

２
０
１
７
青
森

　

下
水
道
管
渠
等
を
非
開
削
で
修
繕

下
水
道
管
更
生
技
術
施
工
展

2
0
1
6
千
葉
で
の
よ
う
す

来
年
の
下
水
道
展
は
７
月
24
～
27
日
に

北
九
州
市
で
の
開
催
で
す

下
水
道
展
'17
東
京

（
写
真
中
央
が
当
協
会
ブ
ー
ス
）

す
る
技
術
や
管
内
調
査
技
術
等
を
一

堂
に
集
め
て
実
演
展
示
す
る
「
下
水

道
管
更
生
技
術
施
工
展
２
０
１
７
青

森
」
が
10
月
５
日
（
木
）
に
青
森
市

の
「
青
い
森
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
東
北
・
北
海
道
支

部
会
員
各
社
の
ご
協
力
を
得
て
今
回

も
出
展
し
、
実
演
展
示
等
を
通
じ
て

協
会
各
工
法
の
品
質
の
高
さ
を
、
地

方
公
共
団
体
の
下
水
道
関
係
職
員
ら

来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
予
定
で

す
。
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㈱ 東 洋 工 業 所
鳥 井 建 設 ㈱
㈲ 八 政 建 設
㈲ 福 田 組
㈱ 文 岩 組
森 本 工 業 ㈱

中国・四国（18）

㈱ 清
㈱ 伊 予 建 設
㈱ ウ ォ ー タ ー ラ ム
延 田 建 設
㈱ 大 竹 山 工 業 所
岡 田 石 材 ㈱
海 生 建 設 ㈱
㈱ 繁 山 興 業
新 日 本 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ㈱
新 和 建 設 工 業 ㈱
㈱ 千 成 建 設
㈱ 大 都 建 設
㈱ 寺 岡 建 設
㈱ 東 光 建 設
㈱ 前 田 組
マ ツ バ 建 設 ㈲
三 谷 建 設 ㈱
山 口 建 設 ㈱

九州（33）

㈲ ア ク ロ ス
飯 盛 運 輸 ㈱
㈲ 井 手 尾 重 機
㈲ 岩 藤 清 掃
㈲ 大 久 保 商 店
㈲ 小 川 内 重 機
折 田 建 設 工 業 ㈱
㈱ 金 子 組
㈱ 環 境 特 殊
㈱ 北 九 州 テ ク ノ サ ー ビ ス
㈱ 九 管 通
㈲ 協 栄 建 設
㈲ 協 和 清 掃 企 業
㈲ 広 陽
古 賀 建 設 ㈱
㈱ さ く ら 工 業
進 和 總 業 ㈱
西 部 環 境 ㈱
西 部 管 工 土 木 ㈱
㈲ 正 和 組
タ イ ヘ イ ㈱
㈱ タ カ オ カ
㈱ 冨 倉
㈱ 那 須 商 会
野 田 建 設 ㈱
林 土 木 工 業 ㈱
樋 口 産 業 ㈱
㈱ 福 津 建 設
㈱ 古 山 土 木
㈲ 眞 弘 建 設
㈱ 丸 福 建 設
吉 村 興 業 ㈱
㈱ ワ イ ズ 西 日 本

㈱ ホ ク エ イ
㈲ 細 川 工 業
㈱ 丸 十 環 境
丸 新 機 工 ㈲
㈲ 友 興

賛助会員

㈱ カ ン ツ ー ル
㈱ 南 陽
㈱ 北 菱

特別賛助会員

北 野 建 設 ㈱
T S U C H I Y A ㈱
日 之 出 水 道 機 器 ㈱

特別会員

ア ク ア イ ン テ ッ ク ㈱

地区会員

関東（14）

㈱ エ ス ケ ー シ ー 技 術
㈱ 加 藤 組
久 保 建 設 ㈱
晋 豊 建 設 ㈱
㈱ ダ イ ト ウ ア
㈱ 田 村 工 業 所
㈱ テ ッ ク ア サ ヒ
㈱ 日 東 建 設
㈱ 庭 野 建 設
㈱ フ ジ オ 工 業
松 浦 建 設 ㈱
㈲ 丸 要 建 設
㈲ 三 浦 組
ミ ツ ワ 建 設 ㈱

中部（７）

㈱ 足 羽 建 設
㈱ カ ネ ト モ
辰 野 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 村 建 設
㈱ 東 城 組
㈱ ト ス マ ク・ ア イ
㈱ 日 拓

関西（19）

㈱ 尼 崎 浄 水 工 業 所
㈱ 石 川 工 業
上 野 建 設 工 業 ㈱
木 本 土 建 ㈱
協 同 建 設 ㈱
ケ ー エ ス 技 建 ㈱
祥 正 建 設 ㈱
㈱ 鈴 木 組
㈱ 草 渓 建 設
副 島 建 設 工 業 ㈱
㈱ 大 起
中 部 工 業 ㈱
㈲ テ ッ ク 三 光 建 設

㈱ 司 興 業
㈱ 永 川 組 建 設
㈱ ナ ガ タ キ ヤ
㈱ 西 山 組

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 平 野 組
㈱ 平 成 建 機
柾 木 工 業 ㈱
益 田 工 業 ㈲
的 場 商 事 ㈱
㈱ 山 本 工 業
㈱ 友 興 組
吉 野 建 設 ㈱

中国・四国支部（20）

㈲ ア ー ス ウ イ ン グ
㈱ 愛 亀
青 木 工 業 運 輸 ㈱
㈱ 綾 野 工 務 店
㈱ 環 境 開 発 公 社
関 西 防 水 工 業 ㈱

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
ク リ ー ン ㈱
㈲ 三 備 建 設
妹 尾 産 業 ㈲
中 国 特 殊 ㈱
㈱ 友 鉄 ラ ン ド
㈲ 中 村 興 業
㈱ フ マ イ ク リ ー ン サ ー ビ ス
㈱ 蓬 莱 組
㈲ マ ツ ジ ョ ウ
丸 伸 企 業 ㈱
㈱ ミ テ ッ ク
㈱ 三 次 衛 生 工 業 社
㈱ ヤ ク シ

九州支部（29）

㈱ 石 橋 高 組
㈱ 椛 組
環 境 開 発 興 業 ㈱
㈲ 環 境 整 備 セ ン タ ー
㈱ 環 境 未 来 恒 産

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈱ 北 九 州 環 境 美 化
㈲ 九 興 建 設 工 業
㈱ 九 州 事 業 セ ン タ ー
後 藤 建 設 ㈱
小 西 建 設 工 業 ㈱
西 部 建 設 工 業 ㈱
山 興 建 設 ㈲
㈲ 浄 水 管 理
杉 本 組
㈱ 武 末 建 設 工 業
㈲ 天 山 環 境 開 発 工 業
㈱ ナ イ ン ス テ ィ ツ
㈱ 長 崎 環 境 美 化
㈱ 中 島 工 務 店
野 方 菱 光 ㈱
林 宗 土 木 ㈱
㈱ 福 重 産 業
㈱ フ ジ エ ア テ ッ ク
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会員名簿
［　］は出先機関／五十音順（各支部毎） 平成29年10月1日現在

大 道 建 設 工 業 ㈱
大 和 建 設 ㈱
㈱ 竹 居 組
㈱ タ ケ コ シ
㈱ 田 中 商 会
中 採 工 事 ㈱
中 南 勢 清 掃 ㈲
中 日 コ プ ロ ㈱
㈲ 東 海 維 持 管 理 興 業
東 海 管 清 興 業 ㈱
㈱ 東 海 下 水 道 サ ー ビ ス
東 海 下 水 道 整 備 ㈱
東 海 建 設 ㈱
東 海 興 業 ㈱
東 三 建 設 ㈱
㈱ 東 邦 工 務 店
ト ー エ イ ㈱
ト ヤ マ 電 話 工 事 ㈱
豊 橋 建 設 工 業 ㈱
㈱ ナ カ ケ ン
㈱ 永 賢 組
中 村 建 設 ㈱
㈱ 中 村 土 木 建 設
㈱ 成 田 組

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 二 友 組
㈱ ノ ゼ キ
㈱ 林 土 木
㈱ ビ ー メ ッ ク
日 立 メ ン テ ナ ン ス ㈱
㈱ 平 井 組
平 井 工 業 ㈱
富 士 建 設 ㈱
㈱ 芙 蓉 施 設 セ ン タ ー
豊 立 工 業 ㈱
㈱ 松 本 組
丸 善 建 設 ㈱
㈲ ミ エ コ ロ ジ ー
三 河 舗 装 建 設 ㈱
㈱ 南 山 建 設
㈱ ミ ヤ マ サ 建 設
三 和 興 業 ㈱
藪 建 設 ㈱
山 城 土 木 ㈱
㈱ 吉 光 組
㈱ 渡 辺 商 事

関西支部（26）

新 井 建 設 ㈱
石 坂 建 設 ㈱
㈱ 交 野 興 業
㈱ 川 㟢 組

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
京 環 メ ン テ ナ ン ス ㈱
京 阪 神 道 路 サ ー ビ ス ㈱
㈱ ケ ン セ イ
最 上 建 設 ㈱
大 幸 道 路 管 理 ㈱
大 東 衛 生 ㈱
大 明 道 路 管 理 ㈱
武 田 興 業 ㈱

隅 田 川 工 業 ㈱
㈱ 伊 達 建 設
㈱ 調 布 清 掃
動 栄 工 業 ㈱
㈱ 東 京 三 田 組
中 泉 商 事 ㈱
㈱ 成 瀬
新 潟 特 殊 企 業 ㈱
㈱ 二 幸 管 理
日本ハイウエイ・サービス㈱ 

［ ㈱ 　 二 友 組 ］
箱 根 建 設 ㈱
平 山 建 設 ㈱
扶 桑 建 設 ㈱
㈲ 平 誠 工 業

［ 松 浦 商 事 ㈱ ］
㈱ 丸 あ 組
丸 新 土 木 ㈱
㈱ 三 木 田 興 業
㈱ メ ー シ ッ ク
㈱ ヤ マ ソ ウ

中部支部（84）

㈱ ア ー ス ワ ー ク
青 山 建 設 ㈱
㈱ 朝 日 管 清 興 業
朝 日 土 木 興 業 ㈱
東 建 設 ㈱
㈱ 新 井 組
㈱ イ ー ス タ ン
市 川 土 木 ㈱
㈱ 岡 崎 工 業
㈲ オ ワ リ
㈱ 尾 張 ク リ ー ン パ イ プ
⻆ 地 建 設 ㈱
勝 間 田 建 設 ㈱
加 藤 建 設 ㈱
㈱ 加 藤 建 設
金 沢 市 清 掃 ㈱
㈱ 川 口 組

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
［ ㈱ カ ン ツ ー ル ］
北 川 工 業 ㈱
木 下 工 業 ㈱
日 下 建 設 ㈱
神 稲 建 設 ㈱
㈱ ク リ オ
㈲ 肥 田 建 設
㈱ 古 賀 ク リ ー ナ ー
五 光 建 設 ㈱
五 曠 建 設 ㈱
小 林 建 設 ㈱
金 剛 建 設 ㈱
㈱ 斉 藤 組
㈱ サ ク ラ ダ
サ ン デ ッ ク ㈱
㈱ 篠 川 組
清 水 口 建 設 ㈱
西 遠 建 設 ㈱
大 幸 住 宅 ㈱
大 伸 建 設 ㈱

正　会　員

東北・北海道支部（20）

㈱ 石 黒 建 設 工 業
㈱ 伊 藤 組
㈱ 伊 藤 鉱 業
㈱ 英 明 工 務 店
㈱ 亀 田 清 掃

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
環 清 工 業 ㈱
㈱ 北 日 本 ウ エ ス タ ー ン 商 事
協 業 組 合 ケ ン ナ ン
協 業 組 合 公 清 企 業
㈱ 東 部 清 掃
東 北 環 境 開 発 ㈱
仲 野 衛 生 管 工 ㈱
㈱ 西 田 組

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
早 川 建 設 工 業 ㈱
豊 産 管 理 ㈱
松 浦 商 事 ㈱
㈱ 三 浦 土 建
豊 興 産 ㈱

関東支部（55）

ア イ レ ッ ク 技 建 ㈱
青 木 清 掃 ㈱
浅 井 建 設 ㈱
㈱ 池 田 建 設
伊 田 テ ク ノ ス ㈱
㈱ 稲 元 興 業
㈱ 入 江 組
宇 都 宮 土 建 工 業 ㈱
宇 都 宮 文 化 セ ン タ ー ㈱
大 蔵 工 業 ㈱
㈱ オ ー ケ ー サ ー ビ ス
㈱ 回 王 建 興

［ ㈱ 加 藤 建 設 ］
加 藤 商 事 ㈱
川 上 建 設 ㈱
管 清 工 業 ㈱
㈱ 関 東 特 殊 防 水
㈱ 菊 地 組
㈱ 協 栄 エ ン タ ー プ ラ イ ズ
共 榮 建 設 ㈱
共 栄 建 設 ㈱
㈱ 清 川 産 業
㈱ 協 同 清 美
㈱ 京 浜 植 物 園
㈱ 現 代 建 設
㈱ コ イ デ
国 土 開 発 工 業 ㈱
㈱ 小 島 組
小 柳 産 業 ㈱
三 喜 技 研 工 業 ㈱
山 光 建 設 ㈱
三 立 建 設 ㈱

（ 一 財 ）上 越 市 環 境 衛 生 公 社
㈱ 水 美 社
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世界の最先端技術による管渠更生・補修システム

オールライナー工法（全面更生）
オールライナーＺ工法（高強度全面更生）

パートライナー工法（部分補修） パートライナーＳ工法（取付管口補修）

サイドライナー工法（取付管更生）

オールライナーi工法（全面更生）
　　　　ロングスパン・曲がりに対応

ハウスライナー工法（取付管本管接合部更生）
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